児童文学と科学読物の会 ２０周年記念　講演会
渡 辺 政 隆 氏 講 演 会

サイエンスコミュニケーションの広がり

日本のサイエンスコミュニケーションのパイオニアである渡辺氏は、サイエンスライターとして科学と社会のあり方や科学リテラシーについて問題提起し、具体的な提案を掲げています。

科学の「理」がもたらす歓びを１人でも多くの人と分かち合うためには、科学の種をまく土壌（サイエンスコミュニケーション）がもっと豊かなものでなければ・・・＞と言う氏の意気込みの一端をうかがえるまたとない機会です。
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主 催　　児 童 文 学 と 科 学 読 物 の 会
後援　大分県公共図書館等連絡協議会　大分市教育委員会　大分合同新聞社　

大分に青少年科学館を作る会
と　き　　　６ 月　６ 日 （日）


　


　　　　　　　１０：００～１２：００


　





ところ　　　大 分 県 立 図 書 館 





　　　　　　　　視 聴 覚 ホ ー ル








駐車場に限りがありますので、なるべく


公共交通機関でおいでください。





問合せ先　 ０９７-５４９-4147（辛島）





渡辺政隆氏　プロフィール








１９５５年生まれ。サイエンスライター。科学技術振興機構科学コミュニケーションスーパーバイザー。奈良先端科学技術大学院大学・日本大学・和歌山大学の各客員教授、科学技術政策研究所客員研究官を兼務。専門は科学コミュニケーション、進化生物学、科学史。主著『ダーウィンの夢』（光文社）『一粒の柿の種―サイエンスコミュニケーションの広がり』（岩波書店）『ＤＮＡの謎に挑む』（朝日選書）『シーラカンスの打ちあけ話』（廣済堂出版）『ガラガラヘビの体温計』（河出書房）、主訳書『種の起源』ダーウィン（光文社）、『ダーウィン』デズモンド＆ムーア（工作舎）、『ワンダフル・ライフ』グールド（早川書房）、『生命40億年全史』フォーティ（草思社）ほか。











